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夢
想
神
伝
流

宗
像
居
合
道
同
好
会

第
四
代
会
長

剣

道

教
士
七
段

居
合
道

五
段

吉

武

宏

故
範
士
八
段
山
下
貞
利
先
生
の
弟
子
、
橘
園
一
先
生
（
当
時
五
段
、
現
居
合
道
・
剣
道

教
士
七
段
、
元

宗
像
光
陵
高
校
教
師
）
を
師
範
に
迎
え
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

「
宗
像
居
合
道
同
好
会
」
を
結
成
し
た
。
結
成
し
て
今
年
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
。

現
在
会
員
は
、
約
二
十
五
名
。
流
派
は
「
夢
想
神
伝
流
」
で
あ
る
。

こ
の
流
派
の
始
祖
は
奥
州
出
羽
・
林
崎
村
（
現

山
形
県
村
山
市
楯
岡
町
）
に
生
ま
れ
た

林
崎
甚
助
重
信
と
し
て
い
る
。
当
時
「
林
崎
流
」
・
「
重
信
流
」
と
称
さ
れ
、
後
に
門
弟
達

に
よ
っ
て
工
夫
・
研
究
さ
れ
多
く
の
流
派
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
、
居
合
い
は
、
剣
道
と
共
に
廃
刀
令
に
よ
っ
て
衰
退
。
そ
の
居
合
不
振
に
光
を

当
て
た
の
が
、
現
代
居
合
道
の
始
祖
中
山
博
道
で
あ
る
。
二
人
の
師
の
教
え
を
受
け
、
内

外
不
出
の
英
信
流
を
修
得
、
こ
れ
に
自
ら
の
工
夫
を
加
え
、
「
夢
想
神
伝
流
」
を
打
ち
た

て
、
世
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
共
の
流
派
は
、
こ
の
中
山
博
道
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。

演
武
者

四
段

美

田

智

和

三
段

吉

田

輝

男

二
段

中

村

憲

一

二
段

木

原

修

初
段

木

原

昭

初
段

斉

藤

豊

初
段

矢

作

昇
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泉
心
流
古
武
道

鴻
志
会

泉
心
流
古
武
道

第
三
代
目
宗
家

高

井

善

三

昭
和
六
十
二
年
初
代
宗
家

入
江
泉
心
（
幸
敏
）
氏
が
新
影
流
流
祖

上
泉
伊
勢
守
信
綱
の
武
道
に
対
す
る
高
邁
な
精
神
と
、
武
術
の
精
妙
さ

の
片
鱗
に
触
れ
た
い
思
い
で
、
恐
れ
な
が
ら
開
租
の
「
泉
」
と
そ
の
精

神
を
「
心
」
と
し
て
泉
心
流
を
興
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
二
代
目
宗
家
安
藤
重
敏
並
び
に
、
現
在
の
三
代
目
宗
家
と
そ
の

想
い
を
継
承
し
、
修
行
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

演
武
者

宗
家

高

井

善

三

免
許

岡

藤

敏

生

中
伝

高

井

義

治

中
伝

宗

隆

行

中
伝

宮

木

紀

昭

中
伝

梅

津

貞

政

目
録

石

原

渉

目
録

桑

野

遥

海
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高
伝
館
合
気
道

福
岡
道
場

県
合
気
道
連
盟
演
武
会
に
於
い
て

演
武
者

五
段

戸

田

裕

宏

五
段

原

田

朋

子

初
段

西

村

英

行

初
段

松

村

貴

洋

高
伝
館
合
気
道

五
段

福
岡
道
場
長

戸

田

裕

宏
昭
和
四
十
一
年
生

高
伝
館
合
気
道
福
岡
道
場
は
、
合
気
道
創
始
者
植
芝
盛
平
が
設
立
し
た

公
益
財
団
法
人
合
気
会
の
公
認
道
場
で
す
。
合
気
会
は
日
本
国
内
百
万
人

世
界
全
体
で
百
六
十
万
人
と
も
い
わ
れ
る
合
気
人
口
の
八
割
を
占
め
て
ま

す
。
高
伝
館
の
福
岡
道
場
は
平
成
二
十
八
年
七
月
に
春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
武
道
場
に
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。

合
気
道
は
相
手
と
い
た
ず
ら
に
強
弱
を
競
い
ま
せ
ん
。
入
身
と
転
換

の
体
捌
き
と
呼
吸
力
か
ら
生
ま
れ
る
技
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
合
っ
て
稽
古
を
積
み
重
ね
、
心
身
の
練
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
合
気
道
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
老

若
男
女
稽
古
で
き
ま
す
。
腕
力
を
必
要
と
し
な
い
の
で
護
身
術
と
し
て
も

最
適
で
す
。

子
供
や
女
性
で
も
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
稽
古
で
き
ま
す
か
ら
無
理
な
く
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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日
本
空
手
古
武
道
会

日
本
空
手
古
武
道
会

四
段

豊
前
支
部

師
範

横

畠

神

太
昭
和
五
十
五
年
生

日
本
空
手
古
武
道
会
は
、
本
部
を
福
岡
県
北
九
州
市
三
郎
丸
に

置
き

・
椎
田
支
部
（
築
上
町
）

・
北
九
州
支
部(

本
部)

・
豊
前
支
部(

豊
前
市)

の
三
支
部
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

流
派
と
し
て
、
沖
縄(

琉
球)

空
手
の
千
唐
流(

千
歳

強
直
先

生
：
熊
本
市
本
部)

の
流
れ
を
受
け
、
日
本
の
古
武
道
を
愛
し

空
手
の
発
展
と
普
及
、
自
己
の
確
立
の
た
め
に
、
日
々
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
平
成
三
十
年
記
念

福
岡
県
武
道
大
会
開
催
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
大
会
が
、
武
道
家
の
更
な
る
発
展
の
機
と
な
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

押
忍

演
武
者

四
段
師
範

横

畠

神

太

四
段
師
範

田

原

雅

史

三
段

坂

田

和

子

四
級

山

本

真

由

四
級

佐
々
木

智

子

五
級

佐
々
木

圭

五
級

横

畠

め
ぐ
み

六
級

佐
々
木

史

登

七
級

横

畠

美

月
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柳
生
新
影
流
兵
法

平
成
会

福
岡
支
部

柳
生
新
影
流
兵
法

平
成
会

福
岡
支
部

代
表
者

範
士
八
段

山

口

壮

一
昭
和
二
十
三
年
生

柳
生
新
影
流
兵
法
は
、
同
流
の
祖
・
上
泉
伊
勢
守
秀
綱
が

大
和
柳
生
の
庄
に
赴
き
、
柳
生
但
馬
守
宗
厳
（
後
の
石
舟
斎
）

に
全
て
を
伝
授
、
宗
厳
が
無
刀
取
等
創
意
工
夫
を
加
え
、
活

人
剣
を
奥
義
と
し
て
大
成
さ
せ
た
も
の
。
居
合
剣
法
、
組
太
刀
、

体
術
、
杖
術
な
ど
変
化
の
業
が
多
く
、
綜
じ
て
居
合
兵
法
と

称
す
る
。

同
流
派
は
石
舟
斎
の
高
弟
に
よ
り
西
国
に
継
承
さ
れ
、
昭

和
の
戦
前
戦
後
に
宗
家
師
範
と
し
て
指
導
に
勤
め
ら
れ
た
蒲

池
鎮
浪
師
が
平
成
九
年
八
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
の
を
機
に
当

時
の
高
弟
を
中
心
に
平
成
十
年
九
月
に
平
成
会
を
創
設
し
、

同
流
派
の
忠
実
な
継
承
と
当
流
の
奥
義
で
あ
る
不
殺
修
身
の

心
技
を
修
得
す
べ
く
日
夜
修
練
に
励
ん
で
い
る
。

演
武
者

範
士
八
段

山

口

壮

一

範
士
八
段

緒

方

健

二

教
士
七
段

会

原

和

夫

錬
士
七
段

日

高

論

孝

六
段

田

中

常

雄

六
段

平

野

隆

文

六
段

徳

永

修

六
段

堺

紀
代
明

四
段

三

好

義

信

三
段

清

水

俊

明

二
段

西

野

靖

浩
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拳
法
道

拳
正
館

拳
正
館

館
長

山

崎

忠

則

拳
正
館
で
行
う
拳
法
は
日
本
武
術
の
一
流
派
で
、
そ
こ
に
私
の
経
験
や
発
見
を
加
味
し
て
確
立
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
武
術
的
特
徴
は
、
一
対
一
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
相
手
や
凶
器
を
持
つ
強
力
な
相
手
に
対
応
す
る

た
め
の
技
法
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
法
を
習
得
す
る
た
め
の
方
法
を
拳
正
館
メ
ソ
ッ
ド

と
呼
び
、
そ
の
要
素
を
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
ず
技
法
と
し
て
三
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

①
剛
柔
剣
の
三
法
一
体
の
技
法

拳
正
館
の
拳
法
は
、
突
き
蹴
り
な
ど
の
剛
法
、
逆
技
や
投
技
、
圧
法
な
ど
の

柔

法
、
そ
し
て
武
器
を
使
う
剣
法
の
三
つ
が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
六
つ
の
戦
術
要
素

三
法
一
体
の
技
法
を
使
い
相
手
を
制
す
る
た
め
の
方
法
で
、
抑
え
・
捌
き
・
崩
し
・
仕

掛
け
・
交
叉
法
か
ら
の
極
め
技
へ
と
流
れ
る
戦
術
で
す
。

③
拳
法
力
（
法
力-

ほ
う
り
ょ
く
）

技
法
を
極
め
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
え
ざ
る
力
な
ど
と
呼
ば
れ
る
法

力
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
術
理
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
っ
て
力
を
極
力
使
わ
な
い
技
法
へ
と
質

的
転
換
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
こ
の
三
つ
の
要
素
を
習
得
す
る
た
め
の
稽
古
方
法
が
二
要
素
あ
り
ま
す
。

④
基
本
、
相
対
、
乱
捕
り
な
ど
の
稽
古
方
法

基
本
の
稽
古
や
、
実
際
に
人
と
対
し
て
行
う
相
対
稽
古
、
自
由

度
を
増
し
て
行
う
乱
捕
稽
古
が
あ
り
、
実
質
的
な
強
さ
を
身
に
着
け
ま
す
。

⑤
拳
禅
一
致
、
心
身
一
如
を
目
指
す
修
業
方
法

術
技
の
向
上
の
為
に
絶
対
的
に
必
要
な
も
の
が
心
の
修
行
で

す
。
そ
の
修
行
方
法
を
古
の
武
士
が
学
ん
だ
「
禅
」
に
求
め
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
三
昧
の
境
地
を
得
て
、
先
が

取
れ
る
真
の
極
意
（
法
力
）
を
体
得
し
て
い
き
ま
す
。

ち
な
み
に
拳
正
館
の
名
の
由
来
を
申
し
上
げ
ま
す
と､

｢

心
正
し
け
れ
ば､

即
ち
拳
正
し
く､

心
邪
（
よ
こ
し
ま
）

な
れ
ば
即
ち
拳
邪
な
り｣

と
い
う
故
事
か
ら
き
て
お
り､

常
に
心
を
正
し
く
し
て
拳
を
修
め
る
と
い
う
願
い
か
ら
拳

正
館
と
名
づ
け
ま
し
た
。
武
は
身
を
守
る
術
（
す
べ
）
と
し
て
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
心
が
邪
に
な

け
れ
ば
単
な
る
暴
力
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
拳
正
を
宗
と
し
戒
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
拳
法
の
修

行
を
通
し
て
身
心
を
鍛
え
、
常
に
心
正
し
く
強
く
あ
ろ
う
と
願
い
ま
す
。
心
を
正
す
こ
と
は
自
分
と
の
戦
い
と
な

り
、
畢
竟
武
術
の
極
意
と
な
り
ま
す
。
人
生
に
お
い
て
も
日
々
修
行
で
す
。

演
武
者

館
長

山

崎

忠

則

五
段

善
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四
段

平
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昭

和

二
段

白

石
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二
段
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野
田

直

希

初
段

虎

口

幸

生

二
級
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木
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作


